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Profile─ますだ　たかひこ
2003年，ミシガン大学心理学部博士課
程卒，博士号取得。北海道大学COEプ
ログラム ポストドクター研究員，アル
バータ大学心理学部アシスタントプロ
フェッサー（助教授）などを経て，2018
年より現職。専門は文化心理学。著書
は『ボスだけを見る欧米人，みんなの
顔まで見る日本人』（講談社）など。

この人をたずねて

■増田先生へのインタビュー

─先生が文化の研究にご関心を
持たれたきっかけや経緯を教えて
下さい。
　私が育ったのは埼玉の小規模工
場地帯で，当時から外国人労働者
も多く，いろいろな社会の有様に
幼少期から触れる機会がありまし
た。異なる文化背景の人々が共
存することに対して，ほんのわず
かな考え方の違いで，うまくいく
ケースもあればうまくいかない
ケースもあるという感覚がかなり
初期の頃から自分の生活体験の中
に入っていたように思います。
　最初に学んだ北大では，山岸俊
男先生をはじめ，指導熱心な先生
方による学生への厳しいトレーニ
ングによって，真摯に研究に打ち
込む面白さを教えていただきまし
た。そこではマイクロ・マクロ現
象を学ぶ機会があり，心理プロセ
スも社会システムも大事で，両方
を絡めた形で良い研究ができない
かと考えていました。その後，京
大に進み，そのアイデアを心理学
の領域内で体系化できることを，

当時「文化と自己」という論文を
書かれていた北山忍先生から学
び，もっと根本的に人間の認知や
知覚に文化や社会の影響が出て然
るべきだろう，と思い至ったのが
修士の終わる頃です。当時，ミシ
ガン大学のニズベット先生がそう
いった研究をされていたことか
ら，博士課程でそちらに留学する
ことになり，その辺りから興味が
固まっていったように思います。
─先生の研究テーマを方向づけ
た，思い出深いご研究がありまし
たら教えて下さい。
　博士課程に進んだ当時，議論で
は，知覚や認知にも文化差が出る
はずだと言われていましたが，そ
れを実証するにはどこから手を付
けていいのか分からない状況でし
た。そんな折，ニズベット先生と
アメフトの話をしていた時に，私
が「観戦に熱が入り席から立ちあ
がる時に後ろの人の視界を遮って
しまうことが気になる」という
話をしたら，先生は「そんなこと
気にしなくていいんじゃないか」
と。その話が盛り上がって，お互
い周囲への関心の度合いが違うか

もしれないという議論になり，注
意の課題で日米文化比較をしてみ
ることになったんですね。
　それで実験のためのアニメー
ションを作ることになり，夜な夜
な図書館のコンピュータで一人さ
びしく刺激を作りながら，結果が
どうなるか分からないが，とにか
く刺激だけはしっかり作ろうとい
う気持ちだけで研究を始めまし
た。それが幸い望ましい結果が出
て，大学院で一番良い研究だった
という賞をいただいたんですね。
まだ英語が上手いわけでもなく，
先の見えない状況だったので，大
きな励みになりましたし，頑張る
と結構いけるんだ，という自信や
信念を持つきっかけになった研究
でした。
─海外で研究活動されてきて良
かった点はどのようなところで
しょうか。
　幸い私が所属している機関で
は，研究成果は毎年厳しく評価さ
れますが，その分，十分に研究の
時間をとらせていただいていま
す。あと，人間関係に自由度があ
る環境であることは，私も外国人
という不安定な身分ですし，制約
の少ないほうがアイデアを発揮で
きるタイプなので良かったかなと
思います。
　また，私の研究室の学生は，ヨー
ロッパ系カナダ人だけでなく，中
東系・東アジア系・アフリカ系な
ど，それぞれ全く違う文化圏出身
者も多く，職場で感じる些細な行
動の差からアイデアが生まれるこ
とがあるので，それがうちの研究
室の一番押している点です。一方
で，日本に戻ったときには，自らを
育んだ文化に共通の話題で会話で
きることも楽しいですし，そうい
うところから日本文化を再認識す
ることも大切にしています。
─ご研究をされる際にどのよう
なことを大切にされていますか？
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この人をたずねて

　多くの日本人研究者に共通な性
質なのかもしれませんが，私には
職人気質なところがあり，刺激作
り・データ採集などの段階から
自分の手を動かして，丁寧にやっ
ていこうというところがありま
す。自分で現場を丁寧に踏んでお
くと，データの強みや弱みがよく
把握できますし，後からより良い
解釈や再検証が可能なリッチな情
報を得ることができます。ですか
ら，不明瞭なデータをできる限り
無くすように，日々ベストを尽く
すつもりで研究するように心がけ
ています。学生を指導する時もそ
れは煩く言っていて，それが嫌で
たまらない学生たちもいるんです
が，そうしておくと後々が楽にな
るよ，と伝えています。
─現在関心を持っておられるの
はどのような研究でしょうか。
　現在，興味があるのは発達研究
です。文化による知覚や認知様式
の違いが，何かしらの形で学習さ
れるものだとすれば，発達を抜き
には文化の研究は語れません。特
に，文化的傾向が出てくるのは早
ければ4歳，大人に近くなるのは
10歳位ですが，そのような文化・
社会化がいかになされるのか，と
いう文化伝承のプロセスに今一番
興味を持っています。
　また，東洋・西洋という次元か
ら一回抜け出して，新たな文化の
軸を探る旅にも出始めています。
最近コンタクトをとって論文を書
いたのは，モンゴルの子どもたち
のデータです。遊牧民という，私
たちの農耕世界の文化圏とは全く
違う次元から，人類学的なフィー
ルドワークも交えて，もう一回文
化のことを考え直してみたいと
思っています。
─最後に若手研究者に向けた
メッセージをお願いします。
　私たちは，不確定性の中で生き
ながらも，日常生活では世の中こ

ういうものなんだなと納得しな
がら過ごしています。ただ，異な
る世界観に立つと，今まで見えて
いるものとは全く違う社会的現実
が立ち上がってくることを，私自
身，リアリティーのある形で何遍
も経験してきました。その経験に
よって本来自分から出てこなかっ
たような良いアイデアが生まれて
きたり，テーマがふっと降りてき
たりすることがこの上ない楽しみ
です。若い方は自分の慣れた視点
とは違う視点が得られる場に身を
おいてみることで，世界の見方が
変わる体験や，何かが開けてくる
体験をぜひ大事にされたらいいか
なと思います。

■インタビュアーの自己紹介

　インタビューを終えて
　今回，増田先生には，Covid-19
の影響でカナダに緊急帰国をされ
た直後にもかかわらず，オンライ
ンでのインタビューを快くお引
き受け下さり，大変感謝していま
す。増田先生のお話を直接伺うの
は初めてでしたが，どんなことで
も丁寧にお話し下さり，楽しい時
間を過ごさせていただきました。
　私自身，発達と環境の関係に関
心を持って研究をしており，今
回，増田先生から子どもを対象と
した文化伝承のご研究や，文化心
理学の大きな展望についても伺
い，とてもワクワクしましたし，
発達研究の今後の可能性について
も感じさせていただく大変貴重な

機会でした。今回，若手にはとて
も参考になる楽しいお話をたくさ
んしていただいたにもかかわら
ず，一部しか載せられなかったの
が心残りですが，ぜひ自身の研究
活動に活かせるように頑張りたい
と思います。
現在の研究テーマ

　ヒト特有の心の機能が，身体−
環境の相互作用を通してどのよ
うに形成されるのか，特に，生後
早期の環境経験が認知機能の発
達にどのように影響を与えるの
か，というテーマで研究を進めて
います。これまでは主に，ハイリ
スク児である早産児を対象に，生
後早期の「泣き」の特徴に注目し
た研究を行ってきましたが，メロ
ディーの抑揚が大きく，多様な泣
きをする児ほど，その後の言語発
達などが良好であることが分かっ
てきています。このことから，乳
児の泣きは神経発達の個人差を反
映すると同時に，養育者の関わり
にも大きな影響を与えているので
はないかと考えています。
　現在，こうした可能性を検討す
るために，生後早期の自発的な発
声や運動の多様化に関わる神経生
理学的メカニズムの解明に加え，
その発達プロセスにおける感覚−
運動経験や，養育者との相互作用
についての研究を進めています。
新生児期の泣きに文化差があるこ
とが報告されていることもあり，
いつか文化的視点を取り入れた泣
きの研究に取り組んでみたいと
思っています。

Profile─しんや　ゆうた
東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践
政策学センター特任助教。2019年，京都大学大学
院教育学研究科博士後期課程修了。博士（教育
学）。論文は，Preterm birth is associated with an 
increased fundamental frequency of spontaneous 
crying in human infants at term-equivalent age

（共著，Biology Letters）など。




